
 

（１）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）10月 5日 第 342号 

左から松岡さん、前里会長、稲盛さん 

 

 
 

センターでは毎年７月の安全・適性就業強

化月間に併せて、安全就業の普及啓発の一環

として会員の皆さんから安全標語を募集して

おります。今年は19人の方から35点の応募が

あり、第３回理事会において最優秀作品１点

と優秀作品２点が選ばれました。 

応募された作品の中で表彰の栄誉に輝い

たのは、最優秀作品が松岡善次さん、優秀作

品が稲盛勝さんと服部清男さんの作品でした。

受賞された皆様、おめでとうございます。表

彰式は９月19日㈫に行われ、前里会長から表

彰状及び賞品が贈呈されました。 

なお、最優秀作品の安全標語は、今後１年

間会報紙の２面上部と本部及び支部に掲載し

ます。 

☆最優秀作品 
 
日々新た！ 慣れた仕事に 危険あり 

（葉栗西）松 岡 善 次 

☆優秀作品 
 
安全は 心のゆとり 忘れるな 

（木曽川）稲 盛 勝 
 

気を抜くな 慣れと惰性は 事故のもと！！ 

（宮 西）服 部 清 男 

 

また、最優秀賞受賞者の松岡善次さんから

喜びの声をいただきましたので紹介します。 
 

 ☆最優秀賞受賞者    喜びの声 

（葉栗西）松 岡 善 次 
 

この度は、最優秀賞という栄えある賞を頂

き誠にありがとうございました。 

私は高齢者として「教育と教養のすすめ」

（教育→「今日
き ょ う

行
い

く」、教養→「今日用
きょうよう

がある」

の意）をモットーに日々過ごしています。 

シルバーの就業ではスケジュール管理や

仕事の段取り等、大変有意義な日々となって

います。今後も安全な就業を通じて健康第一

の充実した生活を送りたいものです。 

最後に、この標語が会員の皆様にとって安

全意識の更なる向上につながれば幸いです。 

  

 

 

会員数    1, 060 人  
男  性         707 人  
女  性         353 人 
    (9月 20日現在)                               

       も  く  じ 

⑴ 令和５年度安全標語 

⑵ 普及啓発促進月間 
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キャンペーン、脳トレ 

⑷ 文芸、その他情報       



 

（2）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）10月 5日 第 342号 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
  

 

＋ 

脳トレコーナー（数独） 

すべて記入してください 

   

シルバー人材センター 

    事業普及啓発促進月間 

 10月は全国シルバー人材センター事業協会

が主導する「シルバー人材センター事業普及

啓発促進月間」（以下「普及啓発促進月間」）

となっており、第三土曜日を「シルバーの日」

に定めています。 

普及啓発促進月間では、シルバー人材セン

ター事業の社会的意義を理解していただくと

ともに、会員が地域の担い手として生き生き

と活躍している姿を発信し、会員数の増加や

就業拡大につなげることです。 

 当センターの具体的な取り組みは以下の九

つを予定しております。 

①10月22日㈰の新聞朝刊で会員募集チラシの

折り込み 

②市役所や公共施設等にパンフレットの配布 

③市広報にセンター普及・啓発記事の掲載 

④尾西地域班清掃ボランティア 

（びさいまつりの会場周辺で実施） 

⑤10月17日 ㈫ 開催の愛知県事業推進交流大会

に参加 

⑥安全就業・適性就業の推進 

（巡回パトロールの実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦会員による口コミ PR活動・ウェブサイト・

会報「シルバーいちのみや」での啓発活動 

⑧会員に対して会員一人紹介運動のチラシを

配布 

⑨連区公民館事業における啓発活動の実施 

 

⑤の愛知県事業推進交流大会では、事業報

告及び多年にわたり在籍し功労のあった役員

及び会員が表彰されます。 

⑧の会員一人紹介運動は通年実施してい

ますが、10月から 12月の間に会員の紹介によ

って新規会員が入会すると、いつもより多く

の粗品を贈呈します。ぜひ積極的に新規会員

の紹介をしてください。詳細についてはチラ

シをご覧ください。 

 

 ８   ６ ９ ３   

□ ２      ８  

３ ７  ８      

５         

８  ７  □ ２   ６ 

 ９   １  ４   

  ９  ７   ２  

   ６ ３    □ 

       ７  

縦横列、太線で囲んだ 3×3 のブロックに、1～

9の数字を重複しないように入れ、3つの□の枠

に入る数字の合計を答えてください。回答は 10

月 25日㈬までに本・支部へ下記事項を記入の上

ご提出ください。正解者のうち 10名に粗品を進

呈します。（当選者には通知発送） 

答 

会員番号 

会員氏名 

日々新た！ 慣れた仕事に 危険あり  
令和５年度安全標語 最優秀作品 （葉栗西） 松岡 善次 

きりとり線 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）10月 5日 第 342号 

就業報告書（10 月分）の提出は 11 月２日 ㈭ までにお願いします。 
 

 

◆◇◆◇ 剪定作業中の事故防止キャンペーン ◇◆◇◆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一宮市木曽川町黒田山に、徳川家康とゆ

かりのある人物「澤井雄重（かつしげ）」の

屋敷跡があります。澤井左衛門尉雄重は織

田信長に仕え、永禄 10 年（1567 年）に稲

葉山城攻めで功を挙げました。その後、尾

張・伊勢を領有する織田信雄（信長の次男）

の重臣として仕え、尾張国黒田城の城主と

なりました。天正 12年（1584年）の小牧・

長久手の戦いでは黒田城を死守して羽柴

秀吉の調略に応じず、これを賞し後に徳川

家康から感状と太刀が与えられました。 

  天正 18年（1590年）、織田信雄が転封を

拒否し改易となったため禄を失ったが、福

島正則が尾張清洲に入ると従い、関ヶ原の

戦いの前哨戦の竹ヶ鼻城攻めでは、福島軍

に包囲された城の援軍として二の丸に詰

めていた梶原三十郎と毛利広盛が旧知の

仲であったため降伏させることに成功し、

城主・杉浦重勝が自害し落城しました。 

関ヶ原合戦では家康方に味方し、清洲城 

福島正則に従い、関ヶ原合戦後は新たに尾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

張国主となった松平忠吉（家康四男）の家 

臣として三千石を賜りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家康ゆかりの地「澤井公屋敷跡」 

澤井公屋敷跡の案内板 

澤井公屋敷跡の石碑 

10 月 1 日から 12 月 31 日は「剪定作業中

の事故防止キャンペーン」が県内のシルバ

ー人材センターで一斉に行われ、剪定作業

中の転倒、転落等による傷害事故及び損害

賠償責任事故の防止のための様々な啓発活

動が行われます。なお、期間中、剪定作業に

伴う事故がゼロのセンターは表彰されま

す。 

当センターの具体的な活動内容は、安全

就業委員と事務局によるパトロールの実施

です。パトロール時にチェックする項目の

一部を列記しましたのでご確認ください。 

 

・服装、健康状態等の会員の作業状況 

・作業環境（作業現場の地形、整理整頓） 

・脚立や保護具等の安全状況及び整備状況 

・枝に体を預けて作業をしていないか 

 剪定の事故は転倒、転落等による重篤な

事故につながる恐れがあります。作業前に

は現場の確認や道具の点検を怠らず、作業

中は安全に配慮した無理のない作業を心

がけてください。 

 「はいはい、パトロールでしょ…」と読

み流したそこのアナタ！ 

「慣れた仕事に危険あり」ですよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全は 心のゆとり 忘れるな         （木曽川）稲盛 勝   令和 5 年度安全標語 
 
気を抜くな 慣れと惰性は 事故のもと!! （宮西）服部 清男    優秀２作品   



 

（4）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）10月 5日 第 342号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

会
員
の
文
芸 

川 

柳 

 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 
 

プ
ー
チ
ン
に 

10
人
ま
で
は 

俺
の
た
め 

暑
い
夏 

ど
こ
ま
で
続
く 
ぬ
か
る
み
ぞ 

 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越 

野 

高 

光 
 秋

深
く 

虫
の
音
変
わ
る 

露
天
ぶ
ろ 

い
つ
ま
で
も
残
暑
厳
し
く
眠
れ
ぬ
夜 

 

今
年
は
満
喫
つ
か
の
間
の 

秋 
  
 
 
 
 
  

（
西 

成
）
澤 

田 

良 
晴 

 

ま
だ
や
れ
る 

年
を
と
る
ほ
ど 

か
ら
元
気 

目
が
さ
め
た 

顔
を
ナ
メ
ナ
メ 

尾
を
揺
ら
し 

夏
終
わ
り 

ゆ
る
ん
だ
顔
の 

忘
れ
物 

 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 
 

梅
雨
晴
れ
の
束
の
間
な
れ
ば
小
鳥
ら
は 

 
 
 
 
 
 

ひ
と
き
わ
高
く
囀
り
交
わ
す 

対
岸
の
ネ
オ
ン
眺
め
て
草
に
座
し 

武
蔵
語
り
し
遠
き
あ
の
日
よ 

新入会員の紹介 （８月 23日～９月 20日） 

(神山)赤崎千穂(葉栗)岩田達也(丹陽)加藤ヨシ

子・吉田京子・柴山 隆（浅井）小野木一夫(大和)

西嶋章明（今伊勢）櫻井峰子・水野友子(萩原)鵜飼

光一(朝日)石田佐香江(開明)入山和子(木曽川)大

河原 哲・岩崎禎志・次松節夫  

                    15名 
 
退会者の紹介 （８月 21日～９月 20日受付分） 

(葉栗)浅野鉄雄・本田元美・犬飼武子（浅井）水戸

洋七 (大和)土本直幸(萩原)野村照昌（小信）浅井

春房（大徳）虫鹿政志（木曽川）本川正衛 

                      ９名 

 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 

『
９
月
就
業
分
』
10
月
20
日
㈮ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 

『
９
月
就
業
分
』
10
月
25
日
㈬ 

◎
就
業
相
談
日 

 
 

期
日
：
10
月
26
日
㈭ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
き
き
ょ
う
会
館
、
尾
西
支
部
、 

木
曽
川
支
部 

 ☆
本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
の
営
業
を
休
止 

 

本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
８
月
３
日
の
大

雨
以
降
、
店
内
に
雨
漏
り
が
あ
り
、
老
朽
化

も
進
み
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変

ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
９
月
29
日
㈮

を
も
っ
て
当
分
の
間
、
休
止
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
会
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

こ と ば 歳 時 記（神無月） 

◎鰻簗（うなぎやな） 

 産卵のため海へ下る鰻を捕まえるため

の簗、鰻は川や湖に棲む淡水魚として知

られているが、海で産卵、孵化を行い再

び川や湖に帰ってくる。 
 
◎若煙草（わかたばこ） 

 秋、収穫されたばかりの煙草の葉をい

う。これを掛け干しにしてよく乾かし煙

草を製する。 

＊若たばこ軒むつまじき美濃近江（蕪村） 
 
◎烏賊干す（いかほす） 

 するめ烏賊を干してするめを作ること。

烏賊を裂いてよく洗い、縄に吊るしたり 

 板に敷いたりして干す。九州西岸などで 
 

  
孵化するするめ烏賊は、餌を求めて夏に 

北海道沿岸へ北上する。北海道のするめ

烏賊漁は秋が本番になる。 
 


